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(百万円未満切捨て)
１．平成29年３月期の連結業績（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年３月期 86,857 11.1 12,284 4.4 11,972 5.8 12,698 69.2

28年３月期 78,146 11.5 11,762 46.3 11,313 40.8 7,504 51.8

(注) 包括利益 29年３月期 12,143 百万円 ( 76.1％) 28年３月期 6,896 百万円 ( 26.5％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

29年３月期 217.21 － 30.6 13.4 14.1

28年３月期 128.37 － 23.2 13.4 15.1

(参考) 持分法投資損益 29年３月期 －百万円 28年３月期 －百万円
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

29年３月期 93,492 47,445 50.7 811.03

28年３月期 85,558 36,237 41.6 609.44

(参考) 自己資本 29年３月期 47,414百万円 28年３月期 35,629百万円
　

（３）連結キャッシュ・フローの状況

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

29年３月期 11,413 △40 △5,331 35,048

28年３月期 16,588 △46 △9,288 29,039

　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

28年３月期 － 4.00 － 10.00 14.00 818 10.9 2.5

29年３月期 － 6.00 － 10.00 16.00 935 7.4 2.3

30年３月期(予想) － 9.00 － 8.00 17.00 11.7

　

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 93,500 7.6 12,600 2.6 12,400 3.6 8,500 △33.1 145.39
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※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

　 新規 －社 (社名) 、除外 －社 (社名)

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料11ページをご覧ください。

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年３月期 61,360,720 株 28年３月期 61,360,720 株

② 期末自己株式数 29年３月期 2,898,806 株 28年３月期 2,898,184 株

③ 期中平均株式数 29年３月期 58,462,228 株 28年３月期 58,462,837 株

　

(参考) 個別業績の概要

１．平成29年３月期の個別業績（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年３月期 75,957 14.0 12,404 16.4 12,800 16.0 11,889 61.0

28年３月期 66,614 13.7 10,653 47.6 11,039 44.4 7,385 52.3
　

１株当たり当期純利益
潜在株式調整後

１株当たり当期純利益
円 銭 円 銭

29年３月期 203.36 －

28年３月期 126.34 －

　

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

29年３月期 80,027 43,755 54.7 748.45

28年３月期 70,453 32,711 46.4 559.53

(参考) 自己資本 29年３月期 43,755百万円 28年３月期 32,711百万円

　

２．平成30年３月期の個別業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は対前期増減率)

売上高 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 82,000 8.0 11,800 △7.8 8,300 △30.2 141.97

　

※ 決算短信は監査の対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に掲載されている業績予想等の将来に関する記述は、発表日現在で当社が入手可能な情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいて作成したものであります。実際の業績は今後様々な要因によって予想値と異なる場

合があります。

　なお、上記予想については、添付資料P.3「１．経営成績等の概況（4）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、堅調な米国経済のもと、輸出企業を中心に企業業績が好調に推移したこ

とから、おおむね回復基調で推移いたしました。

当社グループをとりまく事業環境におきましては、建設事業では、宿泊施設や介護施設等の建築需要は底堅く推

移いたしました。一方、開発事業等では、首都圏のマンション市場の販売価格は高止まりしており、厳しい状況と

なりました。

このような環境の中、当社グループの連結業績は、次のとおりとなりました。売上高につきましては前期比11.1

％増の868億57百万円となり、その内訳は建設事業売上高499億98百万円、開発事業等売上高368億58百万円となりま

した。利益につきましては、営業利益は前期比4.4％増の122億84百万円、経常利益は前期比5.8％増の119億72百万

円となりました。また、親会社株主に帰属する当期純利益は、過年度決算修正時に会計上見積り計上していた未払

法人税等の取崩しを実施したことから、前期比69.2％増の126億98百万円となりました。

　

（２）当期の財政状態の概況

(資産)

当連結会計年度末における流動資産は、前連結会計年度末と比べて70億10百万円増加し、805億61百万円とな

りました。この主な要因は、現金預金が60億9百万円増加したことによるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末と比べて9億23百万円増加し、129億31百万円となりました。この主な要因は、

当期に完成した賃貸用物件一棟をたな卸資産から有形固定資産へ振替えたことにより、有形固定資産が8億42百

万円増加したことによるものであります。

この結果、総資産は、前連結会計年度末と比べて79億33百万円増加し、934億92百万円となりました。

(負債)

当連結会計年度末における流動負債は、前連結会計年度末と比べて22億87百万円減少し、385億48百万円とな

りました。この主な要因は、短期借入金が36億5百万円減少したことによるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末と比べて9億86百万円減少し、74億98百万円となりました。この主な要因は、

長期借入金が10億20百万円減少したことによるものであります。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末と比べて32億74百万円減少し、460億47百万円となりました。

(純資産)

当連結会計年度末における純資産合計は、前連結会計年度末と比べて112億7百万円増加し、474億45百万円と

なりました。この主な要因は、利益剰余金が117億63百万円増加したことによるものであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物は、350億48百万円となり、前連結会計年度末と比べて60億9百万

円増加しました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは、前期比51億74百万円減少し、114億13百万円となりました。この主な要因

は、仕入債務の増加によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、前期比5百万円増加し、マイナス40百万円となりました。この主な要因

は、有形固定資産の取得による支出によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、前期比39億56百万円増加し、マイナス53億31百万円となりました。この

主な要因は、短期借入金の返済による支出によるものであります。
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(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

平成25年３月期 平成26年３月期 平成27年３月期 平成28年３月期 平成29年３月期

自己資本比率 27.6 28.2 35.0 41.6 50.7

時価ベースの自己資本比率 18.7 21.4 32.9 36.3 55.9

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

― 17.0 3.5 0.9 0.9

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

― 5.0 17.0 38.5 45.5

（注）自己資本比率：自己資本/総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額/総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債残高/営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー/利息の支払額(利払い)

※ 各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。

※ 株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。

※ 営業キャッシュ・フローは連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用して

おります。

※ 有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としており

ます。

（４）今後の見通し

今後のわが国の経済は、引き続き堅調に推移していくと思われますが、多業種にわたり人手不足が顕在化してき

ており、今後の成長の制約要因となる可能性があります。

当社グループをとりまく事業環境におきましては、建設事業では、都心での大型再開発や五輪関連施設の本格着

工等もあり、首都圏では堅調な受注環境が期待される一方、工事原価の更なる上昇が懸念されます。また、開発事

業では、マンションの販売価格が高止まりしており、厳しい状況が続くと予想されます。

このような状況の中、当社グループは、建設事業では、建物の付加価値向上をベースにした企画開発型営業を引

き続き推進するとともに、病院や介護施設、宿泊施設などの非住宅案件への取り組み強化等、成長分野の受注に取

り組んでまいります。また、開発事業では、用地取得から企画・設計・施工・分譲・管理・アフターサービスまで

全て当社グループで行う「自社製販一貫責任体制」による安心・安全の自社マンションブランド「EXCELLENT

CITY」シリーズを更に強化するとともに、大型の再開発プロジェクトへの参入等、収益構造の多角化を図ってまい

ります。

次期(平成30年３月期)の連結業績見通しにつきましては、売上高935億円、営業利益126億円、経常利益124億円、

親会社株主に帰属する当期純利益85億円を見込んでおります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務

諸表を作成する方針であります。なお、ＩＦＲＳ（国際財務報告基準）の適用につきましては、国内外の諸情勢及び

同業他社の動向等を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当連結会計年度
(平成29年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 29,039 35,048

受取手形・完成工事未収入金等 11,118 11,411

販売用不動産 11,958 8,260

未成工事支出金 198 258

開発事業等支出金 20,183 24,669

材料貯蔵品 49 69

繰延税金資産 463 515

その他 575 345

貸倒引当金 △36 △17

流動資産合計 73,551 80,561

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 7,632 8,144

減価償却累計額 △3,071 △3,298

建物・構築物（純額） 4,561 4,845

機械及び装置 112 113

減価償却累計額 △84 △92

機械及び装置（純額） 27 21

車両運搬具及び工具器具備品 229 172

減価償却累計額 △202 △134

車両運搬具及び工具器具備品（純額） 27 38

土地 5,972 6,542

リース資産 126 126

減価償却累計額 △56 △73

リース資産（純額） 69 52

有形固定資産合計 10,658 11,501

無形固定資産

リース資産 1 0

その他 72 46

無形固定資産合計 73 46

投資その他の資産

投資有価証券 641 776

繰延税金資産 188 169

その他 474 450

貸倒引当金 △28 △12

投資その他の資産合計 1,275 1,383

固定資産合計 12,007 12,931

資産合計 85,558 93,492
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当連結会計年度
(平成29年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 19,682 24,221

短期借入金 7,636 4,030

リース債務 18 15

未払法人税等 8,009 2,955

未成工事受入金 2,322 3,606

開発事業等受入金 1,059 516

賞与引当金 368 420

完成工事補償引当金 135 153

課徴金引当金 18 -

その他 1,583 2,629

流動負債合計 40,836 38,548

固定負債

長期借入金 6,968 5,948

リース債務 58 42

役員退職慰労引当金 256 260

退職給付に係る負債 688 705

繰延税金負債 331 329

その他 182 211

固定負債合計 8,485 7,498

負債合計 49,321 46,047

純資産の部

株主資本

資本金 3,665 3,665

資本剰余金 3,421 3,421

利益剰余金 28,740 40,503

自己株式 △577 △578

株主資本合計 35,249 47,011

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 69 160

為替換算調整勘定 358 242

退職給付に係る調整累計額 △47 △0

その他の包括利益累計額合計 380 402

非支配株主持分 608 30

純資産合計 36,237 47,445

負債純資産合計 85,558 93,492
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

売上高

完成工事高 37,903 49,998

開発事業等売上高 40,242 36,858

売上高合計 78,146 86,857

売上原価

完成工事原価 32,257 41,727

開発事業等売上原価 29,693 28,546

売上原価合計 61,950 70,273

売上総利益

完成工事総利益 5,646 8,270

開発事業等総利益 10,549 8,312

売上総利益合計 16,195 16,583

販売費及び一般管理費 4,433 4,298

営業利益 11,762 12,284

営業外収益

受取利息 9 1

受取配当金 13 13

受取遅延損害金 30 -

受取ロイヤリティー 5 3

その他 39 28

営業外収益合計 98 46

営業外費用

支払利息 388 274

為替差損 110 70

その他 48 13

営業外費用合計 546 358

経常利益 11,313 11,972

特別利益

固定資産売却益 - 2

特別利益合計 - 2

特別損失

固定資産売却損 2 -

固定資産除却損 0 14

課徴金引当金繰入額 18 -

その他 - 1

特別損失合計 20 15

税金等調整前当期純利益 11,293 11,959

法人税、住民税及び事業税 4,093 4,234

過年度法人税等 - △4,324

法人税等調整額 △171 △96

法人税等合計 3,922 △185

当期純利益 7,370 12,145

非支配株主に帰属する当期純損失（△） △134 △552

親会社株主に帰属する当期純利益 7,504 12,698
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当期純利益 7,370 12,145

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △214 91

為替換算調整勘定 △234 △140

退職給付に係る調整額 △24 47

その他の包括利益合計 △473 △1

包括利益 6,896 12,143

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 7,101 12,720

非支配株主に係る包括利益 △204 △577
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（３）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 3,665 3,421 21,762 △577 28,270

当期変動額

剰余金の配当 △526 △526

親会社株主に帰属す

る当期純利益
7,504 7,504

自己株式の取得 △0 △0

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - - 6,978 △0 6,978

当期末残高 3,665 3,421 28,740 △577 35,249

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 283 523 △23 783 812 29,867

当期変動額

剰余金の配当 △526

親会社株主に帰属す

る当期純利益
7,504

自己株式の取得 △0

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△214 △164 △24 △403 △204 △608

当期変動額合計 △214 △164 △24 △403 △204 6,369

当期末残高 69 358 △47 380 608 36,237
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　当連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 3,665 3,421 28,740 △577 35,249

当期変動額

剰余金の配当 △935 △935

親会社株主に帰属す

る当期純利益
12,698 12,698

自己株式の取得 △0 △0

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - - 11,763 △0 11,762

当期末残高 3,665 3,421 40,503 △578 47,011

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 69 358 △47 380 608 36,237

当期変動額

剰余金の配当 △935

親会社株主に帰属す

る当期純利益
12,698

自己株式の取得 △0

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

91 △116 47 22 △577 △554

当期変動額合計 91 △116 47 22 △577 11,207

当期末残高 160 242 △0 402 30 47,445
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 11,293 11,959

減価償却費 281 281

貸倒引当金の増減額（△は減少） 31 △33

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 68 85

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 11 4

工事損失引当金の増減額（△は減少） △0 -

その他の引当金の増減額（△は減少） 32 50

受取利息及び受取配当金 △22 △15

為替差損益（△は益） 110 70

支払利息 388 274

有形固定資産売却損益（△は益） 2 △2

固定資産除却損 0 14

売上債権の増減額（△は増加） 286 △271

たな卸資産の増減額（△は増加） 3,504 △2,430

仕入債務の増減額（△は減少） 817 4,566

未払金の増減額（△は減少） △105 1,156

未成工事受入金等の増減額（△は減少） 722 750

その他 100 148

小計 17,524 16,611

利息及び配当金の受取額 22 18

利息の支払額 △431 △250

法人税等の支払額 △527 △4,965

営業活動によるキャッシュ・フロー 16,588 11,413

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △23 △36

有形固定資産の売却による収入 1 2

無形固定資産の取得による支出 △21 △2

投資有価証券の取得による支出 △3 △3

貸付金の回収による収入 200 0

貸付けによる支出 △200 -

投資活動によるキャッシュ・フロー △46 △40

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,000 △2,677

長期借入れによる収入 5,167 2,887

長期借入金の返済による支出 △14,915 △4,593

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △530 △928

その他 △9 △19

財務活動によるキャッシュ・フロー △9,288 △5,331

現金及び現金同等物に係る換算差額 △42 △32

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 7,210 6,009

現金及び現金同等物の期首残高 21,828 29,039

現金及び現金同等物の期末残高 29,039 35,048
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を当連結会計年度に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び

構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当連結会計年度において、連結財務諸表への影響額は軽微であります。

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、建築工事、土木工事等を行う建設工事全般に関する事業並びに不動産の仕入、開発、販売、管

理、賃貸等を行う不動産開発全般に関する事業により、事業活動を展開しております。

したがって、建設工事全般に関する事業から構成される「建設事業」及び不動産開発全般に関する事業から構成

される「開発事業等」の２つを報告セグメントとしております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成において採用している会計処理の方法と

概ね同一であります。

３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：百万円)

建設事業 開発事業等 合計 調整額(注)１
連結財務諸表
計上額(注)２

売上高

外部顧客への売上高 37,903 40,242 78,146 － 78,146

セグメント間の内部売上高
又は振替高

405 － 405 △405 －

計 38,308 40,242 78,551 △405 78,146

セグメント利益 4,072 8,603 12,675 △913 11,762

セグメント資産 19,342 51,142 70,485 15,073 85,558

その他の項目

減価償却費 38 226 264 17 281

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

56 30 87 14 102

(注) １ 調整額は、以下のとおりであります。

(1) セグメント利益の調整額△913百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用等であります。全

社費用は、報告セグメントに帰属していない親会社本社の総務部等管理部門に係る経費であります。

(2) セグメント資産の調整額15,073百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であります。全社

資産は、報告セグメントに帰属していない親会社での余剰運用資金(現金預金)、長期投資資金(投資有価

証券)及び管理部門に係る資産等であります。

(3) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額14百万円は、本社システムへの投資額等であります。

２ セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：百万円)

建設事業 開発事業等 合計 調整額(注)１
連結財務諸表
計上額(注)２

売上高

外部顧客への売上高 49,998 36,858 86,857 － 86,857

セグメント間の内部売上高
又は振替高

495 － 495 △495 －

計 50,494 36,858 87,352 △495 86,857

セグメント利益 6,593 6,441 13,035 △751 12,284

セグメント資産 19,959 54,123 74,083 19,408 93,492

その他の項目

減価償却費 47 213 260 20 281

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

14 1,091 1,106 5 1,111

(注) １ 調整額は、以下のとおりであります。

(1) セグメント利益の調整額△751百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用等であります。全

社費用は、報告セグメントに帰属していない親会社本社の総務部等管理部門に係る経費であります。

(2) セグメント資産の調整額19,408百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であります。全社

資産は、報告セグメントに帰属していない親会社での余剰運用資金(現金預金)、長期投資資金(投資有価

証券)及び管理部門に係る資産等であります。

(3) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額5百万円は、本社システムへの投資額等であります。

２ セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

１株当たり純資産額 609.44円 811.03円

１株当たり当期純利益金額 128.37円 217.21円

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益(百万円) 7,504 12,698

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益(百万円)

7,504 12,698

普通株式の期中平均株式数(株) 58,462,837 58,462,228

３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度末
(平成28年３月31日)

当連結会計年度末
(平成29年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 36,237 47,445

純資産の部の合計額から控除する金額(百万円) 608 30

(うち非支配株主持分(百万円)) (608) (30)

普通株式に係る期末の純資産額(百万円) 35,629 47,414

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通
株式の数(株)

58,462,536 58,461,914
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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４．個別財務諸表

（１）貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(平成28年３月31日)

当事業年度
(平成29年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 24,316 30,107

受取手形 347 -

完成工事未収入金 7,244 7,894

開発事業等未収入金 605 678

販売用不動産 4,675 3,033

未成工事支出金 59 97

開発事業等支出金 20,183 24,673

材料貯蔵品 0 0

前渡金 45 126

前払費用 9 0

繰延税金資産 376 436

短期貸付金 1,457 557

未収入金 37 34

その他 83 57

貸倒引当金 △18 △518

流動資産合計 59,425 67,180

固定資産

有形固定資産

建物 4,426 4,902

減価償却累計額 △1,788 △1,930

建物（純額） 2,637 2,971

構築物 23 58

減価償却累計額 △18 △19

構築物（純額） 5 39

車両運搬具 15 12

減価償却累計額 △15 △3

車両運搬具（純額） 0 8

工具器具・備品 36 36

減価償却累計額 △24 △24

工具器具・備品（純額） 12 11

土地 2,803 3,373

リース資産 91 91

減価償却累計額 △46 △58

リース資産（純額） 44 32

有形固定資産合計 5,503 6,437

無形固定資産

ソフトウエア 16 10

リース資産 1 0

その他 13 1

無形固定資産合計 31 12
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成28年３月31日)

当事業年度
(平成29年３月31日)

投資その他の資産

投資有価証券 598 733

関係会社株式 2,603 2,603

出資金 0 0

関係会社出資金 1,060 -

役員に対する長期貸付金 1 0

関係会社長期貸付金 690 2,532

長期前払費用 9 5

繰延税金資産 147 145

その他 386 385

貸倒引当金 △5 △9

投資その他の資産合計 5,493 6,397

固定資産合計 11,027 12,847

資産合計 70,453 80,027

負債の部

流動負債

支払手形 6,579 9,290

工事未払金 9,454 12,026

短期借入金 3,000 2,500

リース債務 13 10

未払金 445 1,315

未払費用 181 197

未払法人税等 7,576 2,631

未成工事受入金 2,133 2,990

開発事業等受入金 902 360

預り金 166 395

賞与引当金 273 315

完成工事補償引当金 104 119

課徴金引当金 18 -

その他 397 27

流動負債合計 31,246 32,181

固定負債

長期借入金 5,500 3,000

リース債務 36 25

退職給付引当金 576 647

役員退職慰労引当金 256 260

その他 126 156

固定負債合計 6,495 4,090

負債合計 37,741 36,272
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成28年３月31日)

当事業年度
(平成29年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,665 3,665

資本剰余金

資本準備金 3,421 3,421

資本剰余金合計 3,421 3,421

利益剰余金

利益準備金 410 410

その他利益剰余金

別途積立金 17,700 22,000

繰越利益剰余金 8,023 14,677

利益剰余金合計 26,133 37,087

自己株式 △577 △578

株主資本合計 32,642 43,595

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 69 160

評価・換算差額等合計 69 160

純資産合計 32,711 43,755

負債純資産合計 70,453 80,027
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（２）損益計算書

(単位：百万円)
前事業年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当事業年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

売上高

完成工事高 27,800 40,169

開発事業等売上高 38,814 35,788

売上高合計 66,614 75,957

売上原価

完成工事原価 24,076 33,930

開発事業等売上原価 28,618 26,367

売上原価合計 52,694 60,298

売上総利益

完成工事総利益 3,724 6,239

開発事業等総利益 10,196 9,420

売上総利益合計 13,920 15,659

販売費及び一般管理費

役員報酬 164 173

従業員給料手当 762 817

賞与引当金繰入額 97 112

役員退職慰労引当金繰入額 11 15

退職給付費用 81 53

法定福利費 194 155

福利厚生費 41 11

修繕維持費 13 18

事務用品費 41 39

通信交通費 82 84

動力用水光熱費 20 18

調査研究費 3 1

広告宣伝費 893 952

貸倒引当金繰入額 5 0

貸倒損失 5 -

交際費 14 14

寄付金 0 0

地代家賃 161 161

減価償却費 20 32

租税公課 346 457

保険料 3 3

雑費 298 130

販売費及び一般管理費合計 3,266 3,254

営業利益 10,653 12,404

営業外収益

受取利息 23 12

受取配当金 413 413

経営指導料 14 7

受取ロイヤリティー 5 2

受取遅延損害金 30 -

雑収入 20 17

営業外収益合計 507 453
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(単位：百万円)
前事業年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当事業年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

営業外費用

支払利息 102 44

雑支出 19 14

営業外費用合計 122 58

経常利益 11,039 12,800

特別利益

固定資産売却益 - 1

特別利益合計 - 1

特別損失

固定資産売却損 2 -

固定資産除却損 0 14

貸倒引当金繰入額 - 500

課徴金引当金繰入額 18 -

関係会社出資金評価損 - 1,060

その他 - 1

特別損失合計 20 1,575

税引前当期純利益 11,018 11,225

法人税、住民税及び事業税 3,706 3,759

過年度法人税等 - △4,324

法人税等調整額 △73 △98

法人税等合計 3,633 △663

当期純利益 7,385 11,889
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 資本剰余金合計 利益準備金
その他利益剰余金

利益剰余金合計
別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 3,665 3,421 3,421 410 20,700 △1,836 19,273

当期変動額

剰余金の配当 △526 △526

別途積立金の積立 △3,000 3,000 -

当期純利益 7,385 7,385

自己株式の取得

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - - - - △3,000 9,859 6,859

当期末残高 3,665 3,421 3,421 410 17,700 8,023 26,133

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券

評価差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △577 25,782 283 283 26,066

当期変動額

剰余金の配当 △526 △526

別途積立金の積立 - -

当期純利益 7,385 7,385

自己株式の取得 △0 △0 △0

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△214 △214 △214

当期変動額合計 △0 6,859 △214 △214 6,644

当期末残高 △577 32,642 69 69 32,711
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当事業年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 資本剰余金合計 利益準備金
その他利益剰余金

利益剰余金合計
別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 3,665 3,421 3,421 410 17,700 8,023 26,133

当期変動額

剰余金の配当 △935 △935

別途積立金の積立 4,300 △4,300 -

当期純利益 11,889 11,889

自己株式の取得

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - - - - 4,300 6,653 10,953

当期末残高 3,665 3,421 3,421 410 22,000 14,677 37,087

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券

評価差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △577 32,642 69 69 32,711

当期変動額

剰余金の配当 △935 △935

別途積立金の積立 - -

当期純利益 11,889 11,889

自己株式の取得 △0 △0 △0

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

91 91 91

当期変動額合計 △0 10,953 91 91 11,044

当期末残高 △578 43,595 160 160 43,755
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５．その他

受注の部門別内訳

① 連結受注実績
　

セグメントの名称
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

前年同期比
(％)

建設事業 (百万円) 45,116 57,155 26.7

開発事業等 (百万円) 38,795 34,903 △10.0

合計 (百万円) 83,911 92,058 9.7

　
② 個別受注実績

　

セグメントの名称
前事業年度

(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

当事業年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

前年同期比
(％)

建設事業 (百万円) 34,437 42,133 22.3

開発事業等 (百万円) 37,717 33,918 △10.1

合計 (百万円) 72,154 76,051 5.4

　

(参考) 個別受注実績内訳
　

前事業年度 当事業年度

比較増減額
（百万円）

増減率

(自 平成27年４月１日 (自 平成28年４月１日

至 平成28年３月31日) 至 平成29年３月31日)

受注高
構成比率

受注高
構成比率

（百万円） (百万円)

建
設
事
業

住 宅 15,502 21.5% 20,780 27.3% 5,277 34.0%

事務所・商業 7,472 10.3% 7,324 9.6% △147 △2.0%

宿泊施設 783 1.1% 5,298 7.0% 4,515 576.4%

医療・福祉 7,514 10.4% 5,219 6.9% △2,294 △30.5%

教育・文化 1,397 1.9% 1,423 1.9% 26 1.9%

工場・物流施設 781 1.1% 1,622 2.1% 840 107.6%

その他 985 1.4% 464 0.6% △521 △52.9%

計 34,437 47.7% 42,133 55.4% 7,695 22.3%

開発事業等 37,717 52.3% 33,918 44.6% △3,798 △10.1%

合 計 72,154 100.0% 76,051 100.0% 3,896 5.4%

(注)１． 前期以前に契約した工事で契約の更改により請負代金に変更があるものについては、期中受注高にその増

減額を含めております。

２． 上記金額には、消費税等は含まれておりません。

３． 受注実績内訳を変更し、前事業年度の受注高の組替えを行っております。
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